
す べ て の 人 が 幸 せ だ と 思 え る 住 民 に よ る 福 祉 の ま ち づ く り （6）

市内の小学校、中学校、高等学校、特別支援学校（全20校）を福祉
教育実践校として指定しています。授業や学校行事のなかに福祉の視
点を取り入れ、学校ごとに特色のある活動が進められています。

　

私
た
ち
の
学
校
で
は
、
個
々
の
特
性
や

発
達
段
階
に
応
じ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
可
能

性
を
最
大
限
に
広
げ
て
い
く
と
と
も
に
、

在
学
中
か
ら
社
会
参
加
す
る
た
め
に
、
個
々

の
知
識
・
技
能
・
態
度
の
育
成
を
育
み
つ

つ
、
積
極
的
に
地
域
の
中
に
出
て
い
く
校

外
学
習
を
計
画
、
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

小
学
部
で
は
、
地
域
の
公
園
や
テ
ー
マ

パ
ー
ク
に
遊
び
に
出
か
け
る
こ
と
で
、
地

域
で
遊
び
ま
す
。
中
学
部
で
は
、
保
護
者

と
一
緒
に
福
祉
施
設
の
見
学
を
し
た
り
、

学
校
を
中
心
に
立
体
地
図
を
作
っ
た
り
す
る
こ
と
で
、
地
域
を
知
り
ま
す
。

高
等
部
で
は
、
公
共
施
設
や
商
店
街
、
娯
楽
施
設
を
実
際
に
利
用
し
た
り
、

卒
業
生
の
進
路
先
を
訪
問
し
た
り
す
る
こ
と
で
、
地
域
に
と
け
込
み
ま
す
。

児
童
生
徒
の
発
達
段
階
に
応
じ
て
、
必
要
な
場
合
に
、
福
祉
車
両
を
利
用

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
り
、
親
身
に
な
り
説
明
や
案
内
を
し
た
り
し
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
が
、
地
域
の
中
で
生
き
て
い
く

た
め
に
は
、
い
ろ
い
ろ
な
方
々
に
理
解
し

て
い
た
だ
き
、
支
援
し
て
い
た
だ
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
特
に
移
動
面
で
は
、

福
祉
車
両
を
利
用
し
有
意
義
な
時
間
を
過

ご
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、

い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
誰
で
も
、
地
域

の
中
で
生
き
て
い
く
た
め
に
、
積
極
的
に

地
域
に
出
て
行
き
ま
す
。

担
当　

進
路
指
導
課　

吉
川
静
恵

湯山伸彦校長

高等部１年　桜公園にて

中学部３年　学校にて

　

平
成
七
年
か
ら
福
祉
教
育
実
践
校
の
指
定
を
受
け
て
い
る
御
殿
場

市
立
南
中
学
校
で
は
、
生
徒
会
に
よ
る
「
書
き
損
じ
は
が
き･

ア
ル
ミ
缶

回
収
」
な
ど
の
エ
コ
活
動
を
は
じ
め
、
「
福
祉
施
設
・
幼
稚
園
等
で
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
」
、
「
赤
い
羽
根
共
同
募
金
、
歳
末
た
す
け
あ
い
運
動

へ
の
協
力
」
、
「
地
域
行
事
・
イ
ベ
ン
ト
へ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
」
、

「
サ
マ
ー
シ
ョ
ー
ト
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
へ
の
参
加
」
、
「
文
化
祭
で
の
高
齢

者
疑
似
体
験
」
な
ど
活
発
な
活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
教
育
機
関
の
代
表
と
し
て
御
殿
場
市
社
会
福
祉
協
議
会
の
理
事

を
務
め
る
同
校
の
湯
山
伸
彦
校
長
は
、
社
協
主
催
の
福
祉
教
育
研
修
会
企

画
へ
の
助
言
、
社
会
福
祉
大
会
意
見
発
表
で
の
講
評
な
ど
、
学
校
内
に
留

ま
ら
ず
、
市
域
の
福
祉
分
野
で
広
く
ご
尽
力
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
旧
養

護
学
校
で
六
年
、
旧
青
少
年
の
家
で
三
年
の
勤
務
経
験
に
基
づ
き
、
同
校

の
現
状
に
つ
い
て
「
今
の
子
供
た
ち
は
福
祉
活
動
を
経
験
す
る
機
会
が
増

え
て
い
る
の
で
無
限
の
可
能
性
を
感
じ
る
。
一
方
で
、
こ
の
経
験
を
実
生

活
に
ど
う
活
か
し
て
い
く
か
が
今
後
の
課
題
」
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
一
方

的
に
し
て
あ
げ
る
、
し
て
も
ら
う
の
関
係
で
は
な
く
、
相
互
に
対
等
な
立

場
で
互
い
に
自
己
実
現
が
で
き
る
関
係
を
築
く
こ
と
が
大
切
」
と
仰
る
言

葉
一
つ
ひ
と
つ
に
は
非
常
に
重
み
が
あ
り
ま
し
た
。

　

南
中
学
校
で
は
、
益
々
進
む
高

齢
社
会
を
見
据
え
、
認
知
症
の

理
解
を
進
め
る
た
め
、
十
一

月
十
三
日
（
金
）
に
全
校
生

徒
を
対
象
と
し
た
福
祉
講
演

会
「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養

成
講
座
」
が
予
定
さ
れ
て
い

ま
す
。


